
2026年度 大学生×企業のリアル会議 ～これからの資源循環を考える～ 実施要領

●コーディネーターによるアドバイス
●少人数制によるきめ細かなサポート
●学生×企業×コーディネーター
・企業の取組を学ぶ
・企業と協働して、取り組みたい施策
を検討→実証実験→発表→実践へ

＜申込期限＞７月10日（金）まで

発想力 発信力企画力

＜特徴はこれ!＞

場 所内 容時 間日 程

静岡市役所基礎①×企業(取組内容)  実践❶対話13:30～16:00木７月30日１

沼上清掃工場基礎②工場見学・資源循環について9:30～12:00月８月３日２

静岡市役所実践❷×企業(対話・企画・立案）9:30～12:00金８月28日３

静岡市役所実践❸×研究(立案・施策案)13:30～16:00木９月２日４

静岡市役所実践❹×企業(施策案・対話・実証)9:30～12:00木９月24日５

静岡市役所(予定)検証・施策発表13:30～16:0010月６

実現に向けて準備・実証
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＜スケジュール＞予定

廃棄物行政のプロ、ごみ減量推進課と一緒に未来を変えていきましょう

対象者 大学生（専門学校生含む）
募集人数 10人程度 （市内在住又は通学）
条件 8割以上出席できる方
費用 無料
会場 静岡市役所新館９階

特別会議室ほか
申込方法 右にある二次元コードから

このプログラムを受講すると、問題解決プロセスが実体験できる!
自らの考えたアイデアが実現に結び付くチャンス!!
●大手セブンイレブンの取組を知り、リアル目線で対話を重ね、
資源循環に関する問題を解決する施策を提案

●素朴な疑問を出し合い現状把握、その真因をとことん追求!
●コーディネーターによるサポートのもと論理的思考力を養う
●企画力・発想力で問題解決に至るまでの経過を体感、実践的に身につけることができる

静岡市に１年で捨てられたごみ総排出量は201,685 t

問合せ先
静岡市役所環境局
ごみ減量推進課
054-221-1361

経歴:JICA青年海外協力隊の隊員として
モンゴルのウランバートルでごみ問題
について2年間活動
「楽しく常識にとらわれないアイデアを

どんどん考えていきましょう!」
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協力企業
株式会社セブン‐イレブン・ジャパン
「生活に密着したコンビニとして、皆さん

と一緒に地域の環境課題を考えていきた
いです。よろしくお願いします!」


